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ビートを降ろす。 コセット。

トラックスケール。 計量器。

工場にビートを流す。

■計量管理組織図（道南製糖所）

砂糖を分析するために計量。

　このように同社の事業を根底で支える計量の重要性をしっかりと位置づける

ために、同社では組織化による体制づくりが確立されています。主管者である

生産本部長が計量管理に関する基本的事項を決定し、計量管理の実施を総

括。実際の管理主管者は各事業所の長とし、実務担当者に至るまで、組織図

に則った流れで計量管理が遂行されています。

　計量士が計量担当者または実務担当者立会いの下、経済産業省令等に

基づいた方法により特定計量器の検査を定期的に行うのは年１回。その他、

必要な時は、その使用場所で計量器の検査・量目検査・計量方法・計量器の

保管状況等の調査・検査が随時行われます。定期検査に合格した計量器に

は計量士が定める「点検済証票」により、合格証票が貼付されます。

　また日常的には、計量担当者が使用前に点検。例えば基礎の上に据え付け

てある計量器については、計量器の基礎が沈下・変形および浸水しないように

留意し、また、計量器を使用しない時は、計量器を常に清拭し、サビ・曲がり・腐

蝕・剥脱が生じないように留意保管を心がけています。

　全事業所において計量担当者は、計量管理者もしくは計量責任者及び計

量士の指示を受けて所属計量器の整備保管及び使用を監督し、計量の正確

さの維持に努めるとともに、所属部門の計量器の台帳管理を行い、計量管理

を徹底しています。

定期検査や日常の自主点検。
すべて徹底した管理体制を構築体 制

　同社は、砂糖製品の製造、バイオ関連製品の製造において衛生管理・製造

管理することで安定した製品の提供を行うため、２００４年に品質保証の国際標

準化機構「ＩＳＯ９００１・２０００」の認証を取得。２０１０年に「ＩＳＯ９００１・２００８」

への移行登録をしました。よい製品を提供するために、ＩＳＯ９００１では製品の

「結果」ではなく、提供までの「プロセス」を重視。このＩＳＯ９００１の主旨は、製造

工程において自主計量管理を徹底させ品質管理に努める同社の姿勢とまさ

にリンクしています。

　いま、食へのこだわりが強い風潮の中で、特に砂糖の最大の消費先である

パン・菓子メーカーや清涼飲料水メーカーから寄せられる北海道のビートへの信

頼と期待は高まるばかり。そのような時代のニーズにしっかり応えるためにも、同

社の自主計量管理の徹底は、その手を休めるわけにはいきません。同社では、

計量に係わる人材育成のために北海道計量協会主催の研修会への参加を

積極的に行っています。

　ビートは、春に種をまき、１０月から１１月にかけて収穫されます。そのビートをト

ラックで運び、トラックスケールで重量計測。同社はいつの時も、丹精こめて

作った生産農家さんの顔を思い浮かべながら、常に正確な計量を心がけていま

す。適正計量管理事業所の指定を受けることは、社会的に大きな信頼を得る

ものであるとともに、砂糖ユーザー、そして生産農家への感謝と信頼の約束を

証明するものでもあります。適正計量管理事業所の継続は、明日の北海道を

支える一企業として当然のことだと、同社は考えています。

明日の北海道を支えるために。
計量管理の継続もまた、力なり展望
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